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特別セミナー＜外国語(通訳案内士)で食べていく方法＞ 
(2016 年 4 月 10 日) 

 
 

＜自分が、自分の人生の主人公になるために必要な基本的認識＞ 
 
・他人と過去は変えることはできないが、自分と未来は変えられる。 
・意識(観念)とは物質が作り出した最高の産物。哲学の歴史は、唯物論と観念論の闘いの歴史。 
・すべてのものは、内在する矛盾により、弁証法的に、変化、発展する。万物は流転する。諸行無常。 
・あらゆる問題は、矛盾により発生し、解決を前提に存在する。 
・宇宙誕生(ビッグバン)(138 億年前)→地球誕生(46 億年前)→生命誕生(38 億年前)→単細胞→多細胞(10
億年前)→脊椎動物(4 億年前)→初期哺乳類(2 億 5 千万年前)→人類の誕生(600～700 万年前) 

・社会の発展：原始共産制→古代奴隷制→封建社会→資本主義社会 
(1)社会の発展は、その社会のもつ物質的条件や生産力の発展に応じて引き起こされる。 
(2)社会は、その生産力により必然的に一定の生産関係(経済的な関係)に入る。 
(3)生産力が何らかの要因で発展すると、従来の生産関係との間に矛盾が生じ、その矛盾が突き動かす力
により生産関係が変化(発展)する。これが歴史を突き動かす基本的な力であると考える。 

(4)生産力や生産関係は、個々の人間の意図や意志とは独立して変化する。 
(5)政治的法律的上部構造は、生産関係を中心とする経済のあり方(土台＝下部構造)に規定される。 

・「精神分析入門」(フロイト)(1917)。「自由からの逃走」(フロム)(1941)。「利己的な遺伝子」(ドーキンス)(1976) 
 
 

＜私たちは、どのような世界に生きているのか？＞ 
 
●パナマ文書(Panama Papers) 
・ＢＢＣのパナマ文書に関する放送の動画 
https://www.youtube.com/watch?v=0AcVNTZnyKE&nohtml5=False 

 
・下記サイトから法人、個人の名前、住所が検索できる。 
https://offshoreleaks.icij.org 

  
オフショア金融センターにおける企業の設立、オフショア企業の管理と資産管理サービスを提供するパナマ
の法律事務所であるモサック・フォンセカ(Mossack Fonseca)によって作成された一連の機密文書。 
文書(2.6TB)にはオフショア金融センターを利用する 21 万 4 千社の企業の、株主や取締役などの情報を含
む詳細な情報が書かれている。＜Agnes Chang＞の名前があるが、歌手のアグネス・チャンは自分ではない
と否定。 
主な日本企業：みずほ FG、三井住友 FG、大和証券、三菱商事、丸紅、双日、オリックス、三菱重工、ＪＡＬ、
大日本印刷、ドリームインキュベータ、ファーストリテイリング、石油資源開発、商船三井、日本郵船など。 
モサック・フォンセカは、脱税とマネーロンダリングに協力したことはないと言明。(←ウソ) 
・アイスランドのグンロイグソン首相は 5 日、辞任を表明した。 
・ロシアのプーチン大統領は「社会に政権への不信」を植え付けてロシアを弱体化する意図が込められている
との見方を示した。 

・中国関連では、習近平国家主席の親族らに関する記載があるが、中国政府は、根拠に欠けるとして取り合
わず、情報規制を徹底している。 

・ウィキリークスは、パナマ文書の流出には米国国際開発庁(USAID)と米投資家のジョージ・ソロス が関わっ
ているとツイッター上で発表した。 

 
●ウィキリークス(WikiLeaks)：https://wikileaks.org/ 
匿名により政府、企業、宗教などに関する機密情報を公開するウェブサイト。創始者はジュリアン・アサンジ。 
投稿者の匿名性を維持し、機密情報から投稿者が特定されないようにする努力がなされている。2006 年 12
月に準備が開始され、それから一年以内に 120 万を超える機密文書をデータベース化している。 
イラク戦争の民間人殺傷動画公開事件：2010 年 4 月、ウィキリークス上にて、2007 年 7 月 12 日のイラク駐
留アメリカ軍ヘリコプターがイラク市民やロイターの記者を銃撃し殺傷した事件の動画が公表され、世界に衝
撃を与えた。 
https://www.youtube.com/watch?v=5k2cluTc7Uk 

 
●Edward Joseph Snowden 氏によるアメリカ国家安全保障局 (NSA) による個人情報収集の手口を告発。 
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%89%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%89
%E3%83%BB%E3%82%B9%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%87%E3%83%B3 

 
(1)Microsoft、Yahoo!、Google、Facebook、PalTalk、YouTube、Skype、AOL、Apple などが、NSA の通

信傍受に協力していた。 

https://www.youtube.com/watch?v=0AcVNTZnyKE&nohtml5=False
https://offshoreleaks.icij.org/
https://wikileaks.org/
https://www.youtube.com/watch?v=5k2cluTc7Uk
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%89%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%89%E3%83%BB%E3%82%B9%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%87%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%89%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%89%E3%83%BB%E3%82%B9%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%87%E3%83%B3
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(2)日本を含めた 38 カ国の大使館に対しても盗聴を行っていた。 
(3)2006 年ごろから、日本の内閣、日本銀行、財務省などの幹部の盗聴を行っていた。 
 
●あなたの個人情報が、アメリカ国家安全保障局 (NSA) にすべて筒抜けのインターネット 
・アメリカの TIME 誌(1994 年)：「インターネットは核攻撃による情報施設壊滅を避けるために構想されたもの」
であり、軍事目的で構築されたシステムである。 
核の脅威にさらされていた冷戦時代、一極集中タイプのネットワークでは、その場所が破壊されるとネットワ
ーク全体が機能しなくなってしまうので、一部が欠けてもネットワーク全体がダウンしないインターネットが構
築された。  
・インターネット上の通信は、すべて、NSA の 800 台のスーパーコンピューターに傍受され、暗号通信も解読
されている。 

・PRISM(プリズム)：NSA が 2007 年から運営する、個人情報収集のための極秘の通信監視プログラム 
Microsoft の SNS であるソーシャル、Google、Yahoo!、Facebook、Apple、AOL、Skype、YouTube、
PalTalk の 9 つのウェブサービスを対象に、ユーザーの電子メールや文書、写真、利用記録、通話など、多
岐に渡る情報の収集を意図したもの。 
・Stellar Wind：インターネット上のあらゆる通信のメタデータ(データについてのデータ)を収集。 
・Xkeyscore：通信事業者が運営する光ケーブルを直接タッピング(傍受)して電子メールなどのデータを収集。 
・Bullrun：暗号化ソフトウェア(HTTPS とか SSL)にバックドア(通常のセキュリティー保護をバイパスする秘密
の裏口)を設けて暗号を解読。 

 
●エシュロン(Echelon) 
・歴史 
1943 年 5 月 17 日に「英米通信傍受協定」(ブルサ協定)が結ばれ、この時にエシュロン・システムが誕生。 
1948 年には、米、英、カナダ、オーストラリア、ニュージーランド間の秘密協定として UKUSA 協定が結ば
れ、通信傍受の協力体勢が作られた。 
1949 年には統合参謀本部安全保障局が作られ、1952 年には国家安全保障局(NSA)に改編された。この
頃から、エシュロン・システムは拡大を始め、現在に至る。 

 
・史上最強の盗聴機関 
エシュロンは、ほとんどの情報を電子情報の形で入手しており、その多くが敵や仮想敵の放つ電波の傍受
によって行われている。1 分間に 300 万の通信を傍受できる史上最強の盗聴機関。 
電波には軍事無線、固定電話、携帯電話、ファクス、電子メール、データ通信などが含まれており、同盟国
にある米軍電波通信基地や大使館・領事館、スパイ衛星、電子偵察機、電子情報収集艦、潜水艦を使って
敵性国家や敵性団体から漏れる電波を傍受したり、時には直接通信線を盗聴したりすることで多量の情報
を収集している。 

 
・「ゾウの檻」 
日本には、青森県の三沢飛行場近くの姉沼通信所に傍受施設(通称「ゾウの檻」)が存在し、1,000人単位の
NSA 要員が詰めている。沖縄県楚辺通信所にあった「ゾウの檻」は、2007 年に撤去された。 

 
・エシュロンとメールシステムの危険性 
エシュロンは辞書を持ち、この辞書に登録された文字列を含むメールを盗聴している。この辞書にメールアド
レスが登録された場合、このメールアドレスに対する全てのメールが盗聴されている。盗聴されたメールには
登録済みのメールアドレスだけでなく未登録のメールアドレスが含まれている。この未登録のメールアドレス
をエシュロンの辞書に登録することができる。このようにしてエシュロンは、人知れずに盗聴範囲を拡大して
いる。エシュロンの辞書に登録済みのメールアドレスにメールを送受信するだけでエシュロンに盗聴される。 
エシュロンは、エシュロンが盗聴しているメールアドレスの送受信先メールアドレスを記憶している。エシュロ
ンが盗聴しているメールアドレスを変更しても、記録されている送受信先のメールアドレスを盗聴し、変更後
のメールアドレスで記録されている送受信先のメールアドレスにメールを送受信することで、再びエシュロン
に盗聴される。一度に全てのメールアドレスを変更することは現実的ではなく、エシュロンの盗聴から逃げ出
すことはできない。電子メールのメールアドレスを含むヘッダは、暗号化されず、電子メールの暗号化は、こ
の電子メールの危険性に対して、全く役に立たない。以上が、エシュロンとメールシステムの危険性である。 

 
●世界一の米国の強さ 
・世界一の金融大国。揺るぎない基軸通貨ドル。 
・世界一の GDP(全世界の約 25％を占める)。2 位：中国、3 位：日本、4 位：ドイツ。 
・世界一のモノづくり大国：世界シｴアの約 20％を占める。2 位：中国、3 位：日本、4 位：ドイツ。 
・世界一の農産品輸出国：世界輸出シｴアの 10％を超え、6％前後のオランダ、ブラジル、ドイツを大きく引き
離している。 

・世界一の産油国：シェールオイル(Shale oil)の増産により、サウジアラビア、ロシアを抜いて世界一になった。 
・世界一の軍事大国：6,100 億ドル(約 67 兆円)(2014 年)(全世界の軍事費の約 40％を占める)。2 位：中
国(2,160 億ドル)、3 位：ロシア(845 億ドル) 
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●戦争は米国の公共事業 
軍需産業は、米国最大の産業であり、また、米国は世界最大の武器輸出国でもあるので、「雇用確保」と「米
国経済の安定と成長」のために、米国は、国策として、世界中で、常に戦争を仕掛け、戦争を拡大することを
必要とする。 
2001 年の「9.11 同時多発テロ」は、アフガニスタンに戦争を仕掛けたい米国政府の自作自演テロであった
し、2003 年に、「幻の大量破壊兵器」をねつ造して、イラク戦争を仕掛けたことは、まだ記憶に新しい。 
古くは、ジョン・F・ケネディ大統領の対キューバ政策や対ソ連(軟化)政策、対ベトナム(撤退)政策などは、軍
産複合体の利益と真っ正面から衝突したので、JFK は、1963 年に軍産複合体と CIA により暗殺された。 
多くの共和党、民主党議員は、自分の選挙区の軍需産業を守るために、国防費の削減に激しく抵抗する。 
これが、「戦争は米国の公共事業」である、といわれる所以(ゆえん)である。 
・「9.11 同時多発テロ」自作自演の証拠動画（下記以外にも多数ある。「911 陰謀」で検索を！） 
https://www.youtube.com/watch?v=QVqkDZSnO_Y 

 
●軍産複合体(Military-industrial complex, MIC) 
軍産複合体とは、軍需産業を中心とした私企業と軍隊、および政府機関が形成する政治的・経済的・軍事的
な勢力の連合体を指す概念である。 
この概念は特に米国に言及する際に用いられ、1961 年 1 月、アイゼンハワー大統領が退任演説において、
軍産複合体の存在を指摘し、それが国家・社会に過剰な影響力を行使する可能性、議会・政府の政治的・経
済的・軍事的な決定に影響を与える可能性を告発したことにより、一般的に認識されるようになった。 
米国での軍産複合体は、軍需産業と国防総省、議会が形成する経済的・軍事的・政治的な連合体である。 
 
●武器輸出推進を図る安倍政権 
現在、安倍政権は、武器輸出三原則を廃止し、「防衛装備移転三原則」を定めるなど、武器輸出推進への転
換や軍事費増などの軍需産業支援策をすすめている。軍需産業トップテン(上位 10 社)に防衛省・自衛隊
の天下りが 64 人(2014 年承認数)にのぼり、「海外で戦争する国」作りにまい進するなか、与党である自民
党への巨額献金とともに軍産政癒着の構図が浮き彫りになっている。三菱重工など上位 10 社は、2013 年
に、自民党の政治資金団体「国民政治協会」に対して、計１億 5070 万円の献金をしている。 
 
 

＜外国語(通訳案内士)で食べていく方法＞ 
 
●インバウンド業界 
・今後のインバウンド業界の動向や、通訳案内士の地位について。 
(アジアからの観光客の増加。自分のスキルアップで対応すること) 

・2020 年の東京オリンピック後の通訳案内士をめぐる状況はどのようになるのでしょうか。 
(現時点では、何とも言えない) 

・これからの日本の観光業がどのように発展していく可能性があるのか。 
(新たな観光資源を開発していくことにより、かなりの発展を見込めると思う) 

・日本の世界の中での役割、その中で観光業、通訳案内士がどんな役割を果たすことができるのか。 
(まさに、民間外交官として重要な役割を果たせる) 

 
●通訳案内士制度について 
・通訳案内士資格の将来性。(通訳ガイドという仕事はなくならない。優秀なガイドはいつでも必要とされる) 
・通訳案内士の業務独占廃止問題。(現在、政府、自民党、観光庁はは、皆、業務独占廃止の方向にある) 
・地域限定通訳案内士が廃止となった県(岩手県)で、復活するようなケースは考えられますか。(ありません) 
 
●2016 年度受験に関する情報 (現時点では、具体的な情報はない) 
・今年度の(特に)一般常識の対策の立て方。 
・英語第一次試験対策 
 
●私の経営哲学(哲学、心理学、人間関係論、経営学) 
・先生の常に前向きに進んでいけるエネルギーの源。モチベーションを常に持ち続ける秘訣。 
(世の中の事実を認識して、不要な楽観も悲観もしないこと) 
・閉校して、今なおこのように無料でサービスを提供し続けている理由。(好きだから) 
・対人関係対処法。先生も仕事柄色々な方とお付き合いがあると思います。また、誹謗・中傷・妬みなどもある
かもしれません。そういった自身の意図しないところの反応に対してはどのように対処されていますか。 
(不徳のいたすところと考えて、内省する) 

・人のために尽くされて、良いことが沢山おありだったと思いますが、一方で、尽くした割に全然いい結果が出
なかったとか、自分ばかりバカをみたとか思われたことはないですか。 
(他人に何か見返りを求めて行動することはありません。なので、結果はどのようなものであっても、必ず学ぶ
ことがあるので、満足します) 
 

https://www.youtube.com/watch?v=QVqkDZSnO_Y
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・先生は極めて優雅な生活をお送りされているようにお見受けしますが、年間のコストはいかほどでしょうか。
出は簡単ですが、入りの方はどうなされているのでしょうか。 
(年間のコストは、少々、ご回答しにくいです。入りは、ほとんどありません)(笑) 

・宇宙パワーはどうやって身につけることができるのですか。 
(高校時代から、ヨガを実践してきたので、ヨガの調気法である「プラーナーヤーマ」により生命エネルギー＝
宇宙パワーを意識した生活が身についていると思う) 
・時間の作り方、有効な使い方、仕事と休息のメリハリのつけかたをお教えください。 
(日課となっているジム通いを軸に、仕事、食事、その他を計画的に行うこと) 

・「鶴の恩返し」をされようと思った理由。(JTB グループと観光庁の策謀により、通訳案内士の地位向上に良
い結果を残すことができなかった懺悔の気持ちから) 

・先生の生き方の最終ゴール。(生きているという奇跡に感謝しつつ、日々、大切に楽しく生きていくこと) 
 
●外国語(通訳案内士)で食べてきたハロー通訳アカデミーの経営ノウハウ 
・経営者としての苦労話と困難をいかに乗り越えたか。 
(問題は必ず解決すると信じているので、目の前の課題を粛々と解決するように頭を使って、気は使わないよ
うにしてきた) 
・失敗談。(毎日が失敗の連続でした。達磨ではないが、七転び八起の精神でやってきた。勝つよりは負けじ
魂の方が強いと思う) 

・ハローさんは、閉校時、市場優位性は非常に高く、ほぼ独占的であったように認識しておりますが、どのよう
なビジネスモデルでいかに成長していき、どういった経緯で閉校を決心されたのか。 
(生徒にとことんサービスすること＝競争相手がいない。2009～2010 に、JTB グループと観光庁の業務独
占廃止に向けての動きを見て) 

 
●通訳案内士試験について 
・通訳案内士資格を取るための勉強方法。(鉄則は、既出問題を徹底的に勉強すること) 
・本資格を取得する意味(時間/費用対効果の観点も踏まえて)、意義をどう考えるか。(各自の価値観のよる) 
・先生が実践された英語学習法。 
(高校時代＝ＮＨＫのラジオ講座のテキストの丸暗記。語源をとことん調べること) 

・私は韓国国籍の永住者で、まずは韓国語の資格を取って、次には英語の資格を取りたく、情報をお聞きし
たいと思います。(既出問題を徹底的に勉強すること) 

 
●通訳案内士の仕事について 
・言語別のガイド需要。(年度により異なる) 
・金融経済に強いのですが、通訳案内士として強み(差別化)になりますか。(なるように創意工夫すること) 
・通訳案内士とボランティア通訳の違いをどう出していけば良いでしょうか。(専門性を極めること) 
・英語など他言語と比べて、中国語ご合格者は減少しているようにも思いますが、先生はどのようにお考えで
しょうか。(減少の理由が分かりません) 

・旅行の通訳ガイドのお仕事は拘束時間が長いというイメージがありますが、どうなのでしょうか。(長いです) 
・東海地区での通訳案内士の活躍場所はあるのでしょうか。(探すことです) 
・東京オリンピック、パラリンピックに参加する英語圏の国々からのアスリートへのボランティアサポートの方法。
その為の前もっての準備、登録方法。(ＪＯＣなどの告知に注意) 

 
●下記の質問の方は、＜通訳ガイドで食べていく方法＞の動画をご覧ください。 
・資格を取得してから暫く経っているが、会社員として働いているため、少しずつ通訳案内士として働く準備を
したいがどのようにしたら良いのかわからないので、そちらをご教示いただきたい。 

・この資格の活かし方。 
・稼げるガイドになるための心構え。 
・未経験から最初のお客様を獲得する方法。 
・自己研鑽方法。 
・通訳案内士の仕事内容、稼ぎ、今後のトレンド。 
・他の通訳案内士との差別化にはどうすればいいのか。 
・通訳案内士で食べていく方法を具体的に教えてください。 
・特別セミナー＜通訳ガイドで食べていく方法＞の動画 
https://youtu.be/8-DWHjdhcUs 

 
●起業について 
・通訳案内士のスキルを活かすことで、他業種で成功されているような方の実例など。 
(履歴書にハクがつくので、就職に有利) 
・英語を使ったビジネス展開の上での企業経営のコツ。(専門性とネット活用) 
・起業にあたり個人か法人かの選択肢とそのメリットデメリット。(当初は個人で、必要を感じたら法人化する) 

https://youtu.be/8-DWHjdhcUs

